
Title 詞林　第65号　編集後記／奥付

Author(s)

Citation 詞林. 2019, 65

Version Type VoR

URL https://hdl.handle.net/11094/71731

rights

Note

The University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKAThe University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

The University of Osaka



詞
林
　
第
六
十
五
号

　
二
〇
一
九
年
四
月
二
十
日
　
　
印
刷

　
二
〇
一
九
年
四
月
二
十
日
　
　
発
行

　
編
集
兼
発
行
者

　
　
　
　
大
阪
大
学
古
代
中
世
文
学
研
究
会

　
　
　
　
大
阪
府
豊
中
市
待
兼
山
町
一
│
五

　
　
　
　
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
本
文
学
研
究
室
内

　
　
　
　
代
表
者
　
勢
田
道
生

　
　
　
　
電
　
話
　（
〇
六
）
六
八
五
〇
│
五
一
一
一

　
　
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
　（
〇
六
）
六
八
五
〇
│
五
一
一
一

　
　
　
　
振
　
替
　
〇
〇
九
七
〇
│
一
│
三
一
〇
三
六
五

　
　
　
　

Ｕ
Ｒ
Ｌ 

http://w
w

w
.let.osaka-u.ac.jp/jealit/

 
nihonbungaku/kodaichusei/index.htm

l

　
印
刷
　
亜
細
亜
印
刷
株
式
会
社

〒
560

-8532

　
　
　
編
集
後
記

▽
平
成
最
後
の
『
詞
林
』
第
六
十
五
号
を
お
届
け
し
ま
す
。〈
平
成
〉

と
い
う
時
代
の
終
わ
り
と
過
ぎ
い
く
春
を
惜
し
む
な
か
で
の
編
集
作

業
と
な
り
ま
し
た
。
人
文
学
へ
の
風
当
た
り
が
厳
し
さ
を
増
し
た
〈
平

成
〉
で
し
た
が
、
そ
れ
ゆ
え
却
っ
て
文
学
研
究
と
は
如
何
な
る
も
の

か
考
え
る
機
会
の
多
か
っ
た
時
代
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

▽
荒
木
浩
先
生
の
跡
を
継
ぎ
、
長
年
、
本
研
究
会
を
導
い
て
こ
ら
れ

た
加
藤
洋
介
先
生
が
二
〇
一
八
年
度
を
も
ち
ま
し
て
関
西
大
学
へ
転

出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
ご
尽
力
に
、
会
員
一
同
、
感
謝
申
し

あ
げ
る
と
と
も
に
、
新
た
な
環
境
で
の
ご
活
躍
を
衷
心
よ
り
ご
祈
念

申
し
あ
げ
ま
す

▽
今
号
に
は
四
本
の
論
考
と
『
狭
衣
物
語
』
の
翻
刻
一
本
を
合
わ
せ

た
五
本
を
収
め
ま
し
た
。
漢
文
学
・
和
歌
・
中
古
文
学
・
日
本
語
学

と
多
彩
な
内
容
と
な
り
ま
し
た
。
今
号
に
も
、
皆
様
の
忌
憚
の
な
い

ご
意
見
・
ご
叱
正
を
賜
り
ま
す
よ
う
、よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▽
本
研
究
会
の
例
会
が
ま
も
な
く
三
百
回
を
迎
え
ま
す
。
三
百
と
い

う
数
字
を
重
ね
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
も
、
ひ
と
え
に
皆
様
か
ら
の

ご
教
授
、
ご
協
力
の
賜
と
存
じ
ま
す
。
今
後
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
の

ほ
ど
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 
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中
古
中
世
散
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お
け
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感
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い
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―
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中
国
語
を
中
心
と
し
た
日
中
韓
の
敬
意
表
現
に
つ
い
て

　
│
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